
求 人 先 　医療法人ひまわり会　札樽
　さっそん

病院 職 種 言語聴覚士

住 所 　　　〒047-0261　　小樽市銭函3丁目298番地 求 人 数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※往復送迎バスを運行、JR手稲駅より車で15分） 募 集 理 由

　　　　　ＴＥＬ ： 0134-62-5851　　　　ＦＡＸ ： 0134-62-5889 勤 務 時 間

代 表 者 　理事長　　多 田　匡宏　 　　　　院長　　池 田　康 一 郎 週 休 形 態

診 療 科 目 　内科 ・ 外科 ・ 整形外科 ・  消化器内科 ・  循環器内科 ・神経内科 休 日

   脳神経外科 ・ リハビリテーション科 有 給 休 暇

関 連 事 業 ①リハビリ臨床実習施設 定 年

②糖尿病外来 福 利 厚 生

③認知症外来 勤 務 地

④頭痛外来 そ の 他

⑤てんかん外来

⑥小児発達外来 給 与 　　基本給(賞与対象額） 190,000円
※ただし、専門大学卒（４年生専門学校除く）の基本給
は、195,000円

⑦人工透析 　　研究手当 10,000円

⑧企業対象健康診断実施 　　　　　　　　　合　　計 200,000円

⑨札樽病院訪問リハビリテーション・通所リハビリテーション 他 手 当

⑩児童発達支援・放課後等デイサービス　コパンの杜・コパンの杜北22・手稲前田 扶養手当：配偶者8，000円 第１子5，000円 第2子3，000円 第3子1，000円

⑪札樽病院介護相談センターひまわり 銭函

⑫札樽病院訪問看護ステーションひまわり 

賞 与

通 勤 手 当

病 床 数 170床　（一般病棟・回復期リハビリ病棟・障者者病棟・医療療養病棟） 提 出 書 類 ①履歴書　　②卒業見込証明書(又は卒業証明書）　③成績証明書

承 認 基 準 脳血管疾患等リハビリテーション料Ⅰ・運動器リハビリテーション料Ⅰ・ 締 切 2024年3月31日（日）

呼吸器疾患リハビリテーション料Ⅰ・基準看護・基準給食・基準寝具施設

医師 10名 試 験 内 容 面接

 理学療法士 36名 ・ 作業療法士34名 ・ 言語聴覚士12名 採用試験日 随時

医療ソーシャルワーカー 4名　　　　　職員総数　約376名　　 採用担当者 リハビリテーション療法部部長　水野、事務部 若山

備 考 ・　採用条件：国家試験に合格

・普通自動車第一種運転免許について…業務で運転が必要な場合があるため、取得を推奨

特 徴 （採用前の取得・所持は必須ではありません。また、健康上の理由等がある場合はこの限りではありません）

・　無料往復送迎バスがあり（各往路１便、復路3便、病院を基点として札幌・小樽方面に複数）

・　新卒者以外の給与については、面接後別途通知します。

2024年度　　　　　　求　　人　　票　　

2～3名

業務拡充のため

8：45～17：15

4週8休+祝日
回復期リハビリ病棟配属は３６５日リハビリのためシフト制
（配属部署によって体制が異なる）

初年度12日　　最高20日（繰越日数を除く）

60歳（再雇用制度あり）

各種社会保険完備

札樽病院　小樽市銭函3丁目298番地

リハビリテーション部勉強会・伝達講習会あり、学会・研修会参加可（条件を満たすと研修参加費用補助あり）

産前産後の休暇、育児介護休暇、時短勤務制度、駐車場無料

日勤手当：土曜午後・日曜祝日半日1回1，000円　日曜・祝日1回2，000円

住宅手当：自家保有6，000円、借家上限15，000円

後志のリハビリテーション病院として50年、地域社会の活性化に貢献するという使命を持

ち、脳血管障害、神経難病、小児発達障害等幅広い診療と、回復期から退院後の在宅

支援まで一貫したリハビリテーション医療に取り組んでいます。“伝える、支える、心をつな

ぐ”をポリシーに伝えあえる安心・食べられる喜びをもう一度獲得できるようなリハビリを提

案しています。小児外来は、医療として小児STの治療を提供している道内では数少ない

施設です。

リーダー手当：3，000円～　　　　　退職金制度：あり　（勤続3年以上）

年2回　4.3ヶ月分（直近実績）    　燃料手当　30,000円～120,000円/年

・マイカー利用の場合：片道2km1,140円～50㎞20,900円支給
・当院送迎バス利用の場合：当院送迎バス乗り場までの公共交通機関分通勤定期1ヶ月分支給

　病院見学をおすすめしていますので、一度ご連絡ください

専任スタッフ

リハビリ部
の理念

「一人一人が生きがいを持った生活を実現するために、
それぞれの思いを尊重したリハビリテーションの提供で

地域社会の活性化に貢献する」

・　敷地内に24時間対応保育所を完備。


